
試合日 2022年10月10日(月)

開始時刻 08:25

会場

札幌国際大学

No. 選手名 GS PTS
3P 2P

DK
FT RBD

AST STL BLK TO PF TF FO DQ MIN
M A % M A % M A % OR DR TOT

6 伊藤 桜優  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1:51

8 堺 美咲  2 0 1 0 1 2 50 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2:26

9 林田 奏美  0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 2 0 0 0 0 9:18

10 手塚 美桜 ● 6 0 1 0 3 5 60 0 0 0 0 1 7 8 4 0 2 2 3 0 0 0 38:09

11 山賀 陽由 ● 32 2 5 40 12 21 57 0 2 3 67 4 12 16 2 0 0 2 0 0 0 0 38:09

12 柿坂 実里 ● 2 0 2 0 1 1 100 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 2 2 0 0 0 19:41

13 清野 望亜 ● 6 0 0 0 3 7 43 0 0 0 0 2 1 3 2 1 0 4 1 0 0 0 15:35

14 三瓶 茜音  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 1 1 0 0 0 1:51

15 須藤 夢華  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 DNP

17 細田 愛瑠  18 1 3 33 7 12 58 0 1 2 50 3 2 5 2 0 0 5 0 0 0 0 34:34

18 野田 爽華 ● 11 3 10 30 1 3 33 0 0 0 0 0 3 3 9 0 0 0 0 0 0 0 38:26

 Team/Coaches  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 DNP

 TOTALS  77 6 22 27 28 52 54 0 3 5 60 11 28 39 21 3 2 18 7 0 0 0 200:00

 

拓殖大学北海道短期大学

No. 選手名 GS PTS
3P 2P

DK
FT RBD

AST STL BLK TO PF TF FO DQ MIN
M A % M A % M A % OR DR TOT

7 菅原 空 ● 23 3 6 50 7 13 54 0 0 0 0 0 0 0 3 2 1 4 3 0 0 0 40:00

10 棚橋 沙羽 ● 0 0 2 0 0 3 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 2 0 0 0 34:14

11 若林 珂帆 ● 5 1 7 14 1 8 12 0 0 0 0 1 1 2 2 3 0 2 1 0 0 0 31:53

12 前田 ひまわり ● 14 1 7 14 5 14 36 0 1 2 50 4 1 5 2 3 0 0 0 0 0 0 40:00

14 渡辺 愛菜  5 1 3 33 1 3 33 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 13:53

15 平間 咲 ● 13 3 7 43 2 8 25 0 0 0 0 2 1 3 3 1 0 3 2 0 0 0 40:00

19 加藤 星々彩  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 DNP

 Team/Coaches  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 DNP

 TOTALS  60 9 32 28 16 49 33 0 1 2 50 8 4 12 10 10 1 11 9 0 0 0 200:00

 
 
 
No：背番号　PTS：得点　AVG：1試合平均得点　M：成功数　A：試投数　%：成功率　2P：2ポイントシュート　3P：3ポイントシュート　DK：ダンク　 FT：フリースロー　RBD：リバウンド　OR：オフェンスリバウンド　
DR：ディフェンスリバウンド　TOT:合計　AST：アシスト　STL：スティール　BLK：ブロックショット TO：ターンオーバー　PF：パーソナルファウル、クリア・パス・ファウル、アウェイ・フロム・ザ・プレイ・ファウル、フレグラント
ファウル、パンチングファウルの合計　TF：テクニカル・ファウル　FO : ファールオン DQ：退場回数　MIN：試合出場時間

主審 副審

副審 副審

スコアラー サブスコア担当者

戦評

　第1Q、ジャンプボールを制したのは国際。先制点は拓殖#7菅原の2Pシュート。国際は粘り強いリバウンドから得点を狙うが、なかなかシュート
が入らず得点につながらない。拓殖#12前田、#7菅原が連続で2Pシュートを決め、拓殖が流れをつかむ。しかし、国際も負けじと#11山賀のバス
ケットカウント、2Pシュート、さらに激しいディフェンスから拓殖のミスを誘い、勢いにのる。開始6分、流れを取り戻したい拓殖はタイムアウトをとる。
タイムアウト後、両チームともに点数を取り合うものの、最後まで勢いに乗り続けた国際８点リードの20対12で第1Q終了。
 
　第2Q、国際ボールからスタート。国際#17細田がオフェンスリバウンドからシュートを決める。その後は、両チーム点数が取れない均衡した状態
が続く。国際#11山賀が連続得点を決めると、拓殖#15平田は3Pシュートを決め返す。開始5分、国際はタイムアウト。その後、両チーム譲らない展
開が続く。拓殖#7菅原が鋭いドライブからの2Pシュートと激しいディフェンスから勢いに乗った拓殖は、残り1分拓殖#12前田の2Pシュート、#15平
田の速攻からのレイアップシュートで点差を縮め、第2Q国際34対32で終了。

  
　第3Q、国際ボールからスタート。開始早々、拓殖は激しいディフェンスで国際のミスを誘って勢いに乗り、#7菅原の連続得点で開始3分、逆転す
る。しかしすかさず、国際#10手塚、#13清野が連続で2Pシュートを決め、得点を離すことは許さない。両チームともに点数を取り合う均衡した状態
が続く。国際は粘り強いリバウンドから徐々に得点を重ね、点差を離していく。そのまま主導権を握った国際12点リードの61対49で第3Q終了。

  
　第4Q、拓殖ボールからスタート。国際#17細田がミドルシュートを決める。拓殖は激しいディフェンスで国際のミスを誘い、得点を重ねるが、国際
も得点を縮めることは許さない。国際は#11山賀のバスケットカウントからさらに勢いに乗り、主導権を握る。拓殖は開始4分でタイムアウト。タイム
アウト後、拓殖は#12前田の激しいドライブから得点を狙うが、国際#10手塚のブロックショットに阻まれてしまう。拓殖はゾーンディフェンスを仕掛
け、国際のミスを誘うが、国際も素早いパス回しで対応していく。最後まで主導権を握り続け、点差を縮めることを許さなかった国際が77対60で
勝利した。

文責：大学連盟

北海道大学バスケットボール選手権大会2022
 

札幌国際大学 77
20 - 12
14 - 20
27 - 17
16 - 11

60 拓殖大学北海道短期大学 得点経過

札幌国際大学

拓殖大学北海
道短期大学
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http://basket-plus.jp/hkdu2022/

